
 

 

令和７年度岡山県自主防災組織リーダー研修会 

 

実施報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人日本防火・防災協会 

 

岡   山   県 



実施概要 

 

 

 

１ 目的 

  自主防災活動の担い手を対象として、防災知識の習得やスキルアップのための研修会

を開催し、地域防災力の向上や自主防災活動の活性化を促進することを目的とする。 

 

２ 実施主体および後援等 

共催 岡山県、一般財団法人 日本防火・防災協会 

  後援 総務省消防庁 

 

３ 実施日時 

令和７年１２月７日（日）１０時００分 から １６時３０分 まで 

 

４ 実施場所 

   おかやま西川原プラザ 

   岡山市中区西川原２５５番地 

      TEL ０８６－２７２－１９２３ 

 

５ 参加者 

 自主防災リーダー等 計２４名 

 

６ 研修内容 

   別紙日程表  

 



　　　　　　　　日　　　程　　　表

時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

9:30  ○ 受　付

10:00  ○ 開　会　式

10:01  ○グループ内で各参加者の自己紹介

10:25  ○ 講  演  Ａ

  ・講 師　災害ＮＧＯ結（ゆい）　代表　前原 土武 氏

　 「地域防災力を高める“受援力”と関係づくり」

11:05      ＜休　   憩＞

11:15  ○グループワーク　　※講義Ｂの前段

　・各地域の現状と資源（人・体制・モノ）、平時からできる対策や

　　取組みについてグループ内で話し合い

11:40  ○ 講  演  Ｂ

  ・講 師　NPO法人岡山NPOセンター　詩叶 純子 氏

　 「岡山県内の平常時・災害時に活用できる資源の紹介」

12:10 　　昼　食

13:00  ○ 演習（個人・グループワーク）　＜演習内プログラム①＞

  ・講義後、地域での関係づくりや自分の立ち位置形成のための

  　計画(プラン)作成

　・グループ内・全体での共有

14:00      ＜休　   憩＞

14:15  ○ 講評・事例紹介　＜演習内プログラム②＞

  ・共有されたプランについて講師による講評・追加の事例紹介

15:00  ○ 演習（個人・グループワーク）　＜演習内プログラム③＞

  ・講師による講評・事例紹介の内容をもとに計画（プラン）の

　　ブラッシュアップと、グループ内での共有

15:40  ○ 演習の総括　＜演習内プログラム④＞

　・講師による演習の総括

  ・質疑応答

16:00  ○ 意見交換会（自由参加）

16:30  ○ 終　 了

　　　　　　　　　令和７年度岡山県自主防災組織リーダー研修会



 

・日 時：令和 7年 12月 7日（日曜日）  10時００分～１６時００分 

・場 所：おかやま西川原プラザ２階 第１会議室（岡山市中区西川原 255） 

・参加者：2４名 

 

○講義 

講義１「地域防災力を高める“受援力”と関係づくり」（平常時・災害時の外部支援の力

（市町村との連携含む）と「受け入れる・活かせる」地域について） 

・講師：災害 NGO結（ゆい）代表 前原土武氏 

 

講義２「岡山県内の平常時・災害時に活用できる資源の紹介」（市町村、社協、民間など

の多様な団体について） 

・NPO法人岡山 NPOセンター（災害支援ネットワークおかやま事務局） 詩叶純子氏 

 

○演習 

「地域での関係づくりや自分の立ち位置形成のためのプラン作成づくり」 

・講師：災害 NGO結（ゆい）代表 前原土武氏 

 

〇意見交換会（自由参加） 

研修終了後、参加者同士の交流タイム 

 

  
 

 

 

［当日資料］ ※一部抜粋 

（災害NGO結（ゆい）代表 前原土武氏） 

１.事業概要 



 

 

 

 

（NPO法人岡山 NPOセンター（災害支援ネットワークおかやま事務局） 詩叶純子氏） 

 

 
 

 

 

  



 

［当日写真］ 

  

  

  

   

 

  



［参加者アンケート］ 総回答数：24件（人） 

 

問 1 あなたのご年齢を教えてください。 

 

 

 

 

問 2 あなたのお住いの市町村を教えてください。 

 

  

２.アンケート集計結果 



 

問 3 あなたのご所属を教えてください。 

 

 

 

問 4-1 （講義）今回の研修の内容は分かりやすかったですか？ 

 

 

 

  



 

問 4-2  （講義）研修の内容は、今後のご自身の活動や地域での活動(取組み)にどの程度役

立ちそうですか？ 

 

 

 

問 5-1 （演習）今回の研修の内容は分かりやすかったですか？ 

 

  



 

問 5-2  （演習）研修の内容は、今後のご自身の活動や地域での活動(取組み)にどの程度役

立ちそうですか？ 

 

 

 

問 6 研修の中で新しく知ったこと、印象に残ったこと、所属する地域にも広めようと思った

ことはありましたか？ 

⚫ 地域の人のコミュニケーションが大事なことを改めて分かりました。もっと防災知識

（身近なことから）広めていきたいと思いました。参加しやすいことを考える（地域の

行事に） 

⚫ 平時に出来ないことは有事にも出来ません 有事よりも平時が大切 

⚫ 防災活動を対象とする民間助成事業の紹介 ・日頃からある地域課題が災害時には、

より重く被災者に被害や課題として圧し掛かってくるということ（人材不足、高齢化、

空き家、コミュニティの形骸化等） ・他人事(ひとごと)を、自分事へ 

⚫ 地域力が復旧・復興に重要な役割を果たすことが再認識できた。 

⚫ 防災意識の高い仲間がいらっしゃることを心強く思いました。自分一人で考えず、そ

れぞれの専門領域の方に助けを求めることも重要かと思いました。 

⚫ 有事よりも平時の方が大事だということ 

⚫ 受援力について初めて知りました。平時より受援力を高め、周囲の方にも支援力を

高める活動をしたい。 地域の方とのつながり作りに取り組みたい。 自主防災組織

について担当者の方に確認し、取り組みを知りたい。 

⚫ 地域の方を意識付けして防災行動につながるように行動しないといけないと思いま

した。 

⚫ 町内会での声かけの仕方、継続方法を参考に、地域にかえり、積極的に働きかけをし

たい。 

⚫ 福祉マップ、民間助成制度等、今回の研修のすべて 



⚫ 災害は、おきてからの行動が大変だということに気づきました。（予防とか、避難訓

練のことばかり考えていたので…） 

⚫ 防災福祉マップづくり ・ネットワークづくり 

⚫ 具体的な被災地の状況、必要なこと、復興のタイムラインをうかがい、とても役に立

ちました。また、参加者と課題を共有できたこと、同じ課題を持って取り組まれてい

ることは、今後心強く思います。 

⚫ 平時にできないことは有事にもできない。いかに平時から防災・災害を意識して、し

かも、それをあまり表に出さないで楽しい活動におとしこめるか、ということです。 

⚫ 今回もいろいろと学ばせて頂きありがとうございました。講演の内で「平常にできな

いことは、有事には出来ない」「日頃からの地域との連携が大切」ということが強く心

に残りました。しっかりと地域の人とつながっていこうと思いました。 

⚫ 防災の為の資機材の準備（簡易トイレ、非常食等） 

⚫ 私のまちのシートが良かった 

⚫ 他の地域は 200人とか 2000人とかの団体で、私は 40戸の小規模集落。やはり

数が多い方が勢いがあると思う。 

 

 

問 7-1 今後、どのようなテーマの防災講座があると参加したいと思いますか？ 

 

 

 

問 7-2 今後、どのような形式の防災講座があると参加したいと思いますか？ 

 

  

避難所暮らしのコツ(組織、分担、情報伝達、憩い、健康、協調) 

防災関係公的補助（支援）～訓練等を含む 



 

問 8 その他、ご意見等があれば記入してください。 

⚫ 長時間でしたが、楽しく勉強させていただきました。ありがとうございました。 

⚫ 今回、応用編に参加させていただき、私自身、地域の方々が抱える課題をより具体

的に知ることができ、大変勉強になりました。 私たちの班は、ある程度経験を積ん

だ防災士２名、最近、資格を取得したものの、何から取り組んだら良いのか迷ってい

る方２名の４名構成でした。 そこで、演習では１つのテーマを皆で積み上げること

が、意見交換の活発化や意識の共有、意欲の向上になると思い、かなり重いテーマ

(自主防災組織設立)を設定しました。 このことで、そこに至るプロセスの整理や活

動の内容、組織形成上重要なキーマン(男性・女性・子供・若い世代）の存在を伝える

ことが出来たと思います。 今後、当該地区で本当に自主防災組織が立ち上がるよ

う、サポートしたいと思います。 ありがとうございました。 

⚫ 後継者にどう受け継いで行くか、又、時代の変化に応じた取り組みトライしていける

か、かな？ 

⚫ 災害発生時、最初に対応する必要があるトイレのことをもっと知ってもらいたい 

⚫ 県外から参加して、いろんな方と出会うことができました。実際に講義を対面で受け

ることでオンラインよりもより伝わるものがありました。今、自分自身に出来ること

を書き出すことから始めたいと思います。ありがとうございます。 

⚫ 今回の内容は、特に地域（町内会）で中心となる町内会長等にも聞いて欲しい内容だ

と思いました。連合町内会長の会合などでも今日のような話題を出し、意識付けが

できれば、防災意識を持つ地域住民も動きやすくなると思います。 

⚫ 要支援者を含めた地域の防災訓練の構築を考えていきたいです。 

⚫ 非常に有意義な講習でした。どうもありがとうございました。 

⚫ とても勉強になりました。ありがとうございます。 

⚫ 先進的なとりくみを紹介していただき、ありがとうございました。 

⚫ 今回もいろいろと学ばせて頂きありがとうございました。今後の防災に役立てたい

と思います。また、この様な研修に参加させて頂きたいと思います。 

⚫ 最後の時限での他の班の、又個人の意見を参考に出来る様テーブルを回るのはとて

も勉強になりました。取り入れたいと思う事もありました。 

⚫ 最後、自分が作成した①、②のペーパーに付箋を貼っていただいたのがよかった。ま

た各テーブルを回って色々な人のプランを見させていただいてよかった。 

⚫ ありがとう。感謝。勇気が出てきた。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

〈 研 修 資 料 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度 岡山県 自主防災組織リーダー研修会 応用編 

 

日時：令和 7年 12月 7日（日）1０:０0～１６：００ 

場所：おかやま西川原プラザ ２階 第１会議室 

 

 

１． 開会 

 

 

２． 講義① 「地域防災力を高める“受援力”と関係づくり」 

講師：災害 NGO結 代表 前原 土武 氏 

 

 

 

 

３． 講義② 「岡山県内の平常時・災害時に活⽤できる資源の紹介 

講師：NPO法人岡山 NPOセンター 詩叶 純子氏 

 

 

 

 

 ４． 昼食 

 

 ５． 演習（地域での関係づくりや自分の立ち位置形成のためのプラン作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 閉会 （閉会後３０分間は自由交流タイム） 
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